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甲

　Ubiquitin-like with PHD and RING finger domains 1（UHRF1）は体細胞においてDNA維持メチル化
に必須なタンパク質である。しかしUHRF1はマウスの卵子や着床前胚においては主に細胞質に局在して
おり、核機能とは無関係な役割を担っている可能性がある。我々は卵子特異的Uhrf1遺伝子欠損（KO）
により、染色体分離の障害、開裂分割の異常、着床前胚の致死が生じることを報告する。前核移植実
験によりこの表現型は接合体の核の欠陥に由来するのではなく、細胞質の欠陥に起因することが示さ
れた。KO卵子のプロテオミクス解析ではチューブリンなど微小管に関連するタンパク質の発現量が減
少していることが明らかになったが、これはトランスクリプトームの変化とは相関しなかった。興味
深いことに、細胞質格子構造は失われ、ミトコンドリア、小胞体、皮質下母体複合体の構成要素は
誤った場所に局在していた。このように母性UHRF1はDNAメチル化とは無関係なメカニズムで、卵子や
着床前胚の適切な細胞質構造と機能を制御していると考えられる。
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